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  経 緯   

マハティール首相（当時）の提唱により 1982 年から開始された「東方政策」の集大成として、マレーシア

に日本型の工学系教育を行う大学を設立する構想から出発。2001 年にマレーシア政府から日本政府へ

の国際工科大学設置の提案を受け、日・マレーシア首脳会談で構想の推進で一致。マレーシアにて既存

の大学から独立した大学を設立すべく検討が進められてきたが、日・マレーシア双方からの協力の在り方

や実施体制について結論がでず、議論が続けられた。その後、マレーシア工科大学（UTM）にマレーシア

日本国際工科院（MJIIT）を設立するアイデアが浮上、2009 年 10 月及び 2010 年 4 月の首脳会談を経て、

5 月に MJIIT 設立がマレーシア政府により閣議決定され、7 月に円借款要請が提出された上で 9 月に円借

款要請の詳細内容が提出された。 

UTM の下であるが独立性の高い、大学院に重点を置いた学術機関（工科院）として設置。長期的には

ASEAN を含めた国際的な工学教育のハブ化、日・マレーシア産業界も関与する産官学民プロジェクトへ

の育成も視野に入れる。 

 2011 年 9 月 12 日に初年度学部生約 70 名、大学院生約 30 名を受け入れ、開校した。 

 

  概 要   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術経営学科 

環境・ｸﾞﾘｰﾝ技術工学科 

機械精密工学科 

電子・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ工学科 

総事業費 

約 200 億円 

UTM 

マレーシア政府 

校舎新設 

本邦派遣教員給与 
外務省を事務局として、MJIITコン

ソーシアムを設置、全体会合や運

営管理委員会を開催。協力のあ

り方を検討。 

本邦大学コンソーシアム 

本邦支援大学 

東海大学、九州大学、芝浦工業大

学、名古屋工業大学、立命館大学

等 23 大学※（2011.9 現在） 

政府関係 

共同研究 

留学生受入 

研究者交流 

MJIIT 

学部生約 70 名・大学院生約 30 名 

教員数約 20 名 （初年度） 

円借款による支援 

（約 67 億円） 
教育・研究用資機材調達 

コンサルティングサービス

技術協力による支援 

JICA 専門家 4 名派遣 

 

外務省、JICA、文部科学省、経済

産業省、日本商工会議所等 

※本邦支援 23 大学：埼玉大学、東京農工大学、東京工業大学、長岡技術科学大学、金沢大
学、名古屋工業大学、豊橋技術科学大学、大阪大学、山口大学、九州大学、九州工業大学、
北陸先端科学技術大学院大学、慶應義塾大学、芝浦工業大学、拓殖大学、東海大学、東京電
機大学、東京理科大学、明治大学、立命館大学、近畿大学、岡山理科大学、立命館アジア太
平洋大学 

 

 

 日本の取組   

 日本側の取組としては、本邦支援 23 大学と外務省、JICA 等で MJIIT コンソーシアムを形成しており、全

体会合や運営管理委員会の他、学科ごとに各種小委員会を組織し、MJIIT への協力のあり方について検

討している。MJIIT コンソーシアムには、文部科学省、経済産業省、日本商工会議所等も参加。 

 具体的な支援方法としては、円借款による教育・研究用資機材の調達のほか、技術協力として JICA 専

門家 4 名（長期、短期含む。うち長期専門家 1 名は MJIIT 副院長）を派遣している。またマレーシア側予算

により日本人教員を MJIIT 教員としてマレーシアに派遣する計画があり、2011 年度においては教員 3 名

の派遣が決定、2012 年度には全体で 16 名に増員することが予定されている。 

 今後、日本側・マレーシア側の関係者が一堂に会する会合の場を設け、MJIIT の運営方針や方策につ

いて協議していく。 

  


